
２．事業費
（１）歳出

（２）歳入

３．成果指標

           施策評価シート 年度

１．基本情報
ま ち づ く り 目 標 健やかな暮らしを守り支え合うまち

施 策 健康に暮らせるまちづくり
基 本 施 策 地域医療の充実

取り組み事項　 地域医療体制を充実させる

め ざ す 暮 ら し の 姿

基 本 方 針

施 策 の 方 針

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.04 0.02 0.09 0.21 0.21 0.21
会計年度任用職員数 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
人件費計 271,462 152,997 583,911 1,470,814 1,516,490 1,516,490

事業費計 29,089,809 3,778,843 21,448,554 26,108,303 24,067,000 23,526,555

フルコスト 29,361,271 3,931,840 22,032,465 27,579,117 25,583,490 25,043,045

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 462,000 743,000 462,000
県支出金 916,000 719,000 719,000 719,000 719,000
市債 0
その他 0

一般財源１ 28,445,271 3,931,840 21,313,465 26,398,117 24,121,490 23,862,045

一般財源２ 28,173,809 3,778,843 20,729,554 24,927,303 22,605,000 22,345,555

（１）成果指標

指標名 一次救急実施率
単位 ％

指標数値のめざす方向 維持
年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

単年度目標値 100 100 100 100 100 100
単年度実績値 100 100 100 100
単年度達成率 100% 100% 100% 100% - -

（２）施策成果指標の結果に対する所見

成果指標 一次救急実施率
前年度との比較 →：維持
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主 管 部 局 健康福祉部　子育て元気課 関 連 部 局

地域医療体制の充実

誰もがいつでも安心して、必要なときに必要な医療を受けることができるよう受診機会の確保に努める。また、県、医師
会、関係機関などと連携を図りながら、生活に密着した医療と、入院及び専門的医療を提供する２次医療を踏まえなが
ら、地域医療及び救急医療体制の充実を図る。

医療圏域内で入院治療及び専門的な医療を提供する２次医療の位置付けを踏まえながら、地域医療体制の充実を図
る。また、かかりつけ医を持つことについて啓発を行う。産科、小児科については、播磨姫路圏域（西播磨地域及び中播
磨地域）で協議を重ね、医療体制の充実を推進する。

特
定
財
源

所見

日曜祝日の一次救急医療機関を確保できた。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 030401020001 事務事業名 看護専門学校運営事業

まちづくり目標 健やかな暮らしを守り支え合うまち 施策 健康に暮らせるまちづくり
基本施策 地域医療の充実 取り組み事項 地域医療に貢献できる人を育成する

部名 健康福祉部 課名 看護専門学校
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

法律・政令・省令

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 10.0 10.0 11.08 10.9 10.4 10.4
会計年度任用職員数 0.0 0.0 1.0 1.0 1.0 1.0
人件費計 67,865,560 76,498,770 73,384,201 78,252,302 77,251,944 77,251,944

事業費計 171,426,953 189,989,679 273,207,047 655,395,840 226,258,000 160,454,000

フルコスト 239,292,513 266,488,449 346,591,248 733,648,142 303,509,944 237,705,944

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 47,600,000 67,600,000 1,227,200,000 24,600,000 24,600,000
その他 41,151,130 40,494,000 40,103,000 35,462,000 37,917,000 37,917,000

フルコスト－特定財源 198,141,383 178,394,449 238,888,248 -529,013,858 240,992,944 175,188,944
事業費計－特定財源 130,275,823 101,895,679 165,504,047 -607,266,160 163,741,000 97,937,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【質】看護師国家試験の合格率
単位 ％

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 100 100 100 100 100 100
単年度実績値 100 96.5 88.6 90.6

前年比 - 96.5% 91.81% 102.25% - -

単年度達成率 100% 96.5% 88.6% 90.6% - -
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実施の概要
看護・介護サービスの拡充という時代の要請に応じた専門性を持った優秀な人材を育成するため、入学
試験受験者数の確保及び看護師国家試験の合格率の向上を図った。

対象 看護師を目指す学生が、看護師養成校に求めるニーズ

目的
地域社会に貢献し得る看護師を育成するために学生が学習しやすい環境作りをし、ひいては市のＰＲ、
活性化に貢献する。

関連計画

根拠法令
保健師助産師看護師法及び学校教育法

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 学生一人あたりのフルコスト
単位 円／人

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 2,392,925.13 2,664,884.49 3,465,912.48 7,336,481.42 3,035,099.44 2,377,059.44

単年度実績値 2,392,925.13 2,761,538.3316 3,911,865.1016 8,097,661.6115

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
A：妥当性が高

い
受験者数は優秀な人材の確保の機会を増加し、結果的に合格率向
上につながる。

該当なし

有効性
A：有効性が高

い
優秀な医療従事者を育成することにより、市民の生命を守ることにつ
ながり、地域社会への貢献度も高まる。

該当なし

効率性
B：比較的効率

的である
教職員は最低限の人数で運営しており、教員の質の向上によりコス
ト抑制を図っている。

該当なし

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

市内又は西播磨県域の医療機関への就職者の確保することで地域
医療の充実につなげている。

該当なし

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

市内イベントへの学生ボランティアの参加に取り組み、地域との交流
を図っている。

該当なし

A

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見

看護師国家試験の合格率は高い水準を維持しているが、出願者は平成２５年度をピークに減
少傾向にある。
優秀な学生確保の対策として、入試制度の改革やオープンキャンパスの拡充等に引き続き取
り組むとともに、新校舎建設事業を円滑に進め、教育環境の向上を図る。

休止・廃止となったときの
影響

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見

　看護師国家試験の合格率は、全国平均を超える高い合格率を維持しているが、令和６年度
においては３名が不合格となっており、全員合格に向け継続して国家試験対策に取り組んでい
く。
　現在、令和８年度の運用開始に向け、校舎の建替え事業を進めており、校舎更新による教育
環境の向上により受験生への訴求力を高めていく。



構成事務事業の事後総合評価
事務事業担当者の評価 上位責任者の評価

担当者所見 方向性及び所見
事務事業名 総合評価



評価対象外の構成事務事業一覧
事務事業名

救急医療施設運営事業

保健衛生総務費事務経費

施策の事後総合評価
(1)施策成果指標
施策成果指標 単年度目標達成率 前年度との比較 最終目標値に対する達成率
一次救急実施率 100% →：維持

単年度目標平均達成率（ａ） 達成度　（（ａ）による自動判定）達成状況
100% 高 保留
達成状況の原因分析、説明等

(2)施策の事後総合評価

はい

ある

施策の総合評価 Ｂ：おおむね順調に進捗している

【総合評価】施策成果指標

当初方針の通りに進んだか

構成事務事業に課題はな
いか

市内のクリニックだけでは一次救急の全日数を確保できないので、二次救急を行っている病
院を当番に入れている。

今年度の成果等

令和６年度は74日間で839件を受け入れた。

第三者評価委員会意見

施策の方針に対する実
績、指標の達成状況の分
析、今後の課題・方向性

一次救急の受け入れ先がなくなれば、二次救急、三次救急への圧迫等影響があるため、こ
のまま体制を維持する。



２．事業費
（１）歳出

（２）歳入

３．成果指標

           施策評価シート 年度

１．基本情報
ま ち づ く り 目 標 健やかな暮らしを守り支え合うまち

施 策 健康に暮らせるまちづくり
基 本 施 策 地域医療の充実

取り組み事項　 地域医療に貢献できる人を育成する

め ざ す 暮 ら し の 姿

基 本 方 針

施 策 の 方 針

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 10.0 10.0 11.08 11.5 11.0 10.4
会計年度任用職員数 0.0 0.0 1.0 1.0 1.0 1.0
人件費計 67,865,560 76,498,770 73,384,201 82,454,630 81,584,775 77,251,944

事業費計 290,762,226 329,726,632 411,659,157 933,157,041 402,772,000 160,454,000

フルコスト 358,627,786 406,225,402 485,043,358 1,015,611,671 484,356,775 237,705,944

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0
県支出金 14,820,000 0
市債 47,600,000 67,600,000 1,227,200,000 24,600,000 24,600,000
その他 41,151,130 40,494,000 40,103,000 35,462,000 37,917,000 37,917,000

一般財源１ 317,476,656 303,311,402 377,340,358 -247,050,329 421,839,775 175,188,944

一般財源２ 249,611,096 226,812,632 303,956,157 -329,504,959 340,255,000 97,937,000

（１）成果指標

指標名 【質】看護師国家試験の合格率
単位 ％

指標数値のめざす方向 増加
年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

単年度目標値 100 100 100 100 100 100
単年度実績値 100 96.5 88.6 90.6
単年度達成率 100% 96.5% 88.6% 90.6% - -

（２）施策成果指標の結果に対する所見

成果指標 【質】看護師国家試験の合格率
前年度との比較 ↑：向上
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主 管 部 局 健康福祉部　看護専門学校 関 連 部 局

地域医療の充実

誰もがいつでも安心して、必要なときに必要な医療を受けることができるよう受診機会の確保に努めます。
また、県、医師会、関係機関などと連携を図りながら、生活に密着した医療と、入院及び専門的医療を提供する２次医療
を踏まえながら、地域医療及び救急医療体制の充実を図ります。

看護・介護サービスの拡充の必要性が高まることが予想される中、時代の要請に応じた専門性を持った優秀な人材を育
成します。

特
定
財
源

所見

合格者が３２人中２９人、不合格者３人で合格率９０．６％となったが、全国平均９０．１％を上回ってい
る。
指導方法の改善、国家試験の出題傾向の把握に努め、全員合格を目指す。



構成事務事業の事後総合評価
事務事業担当者の評価 上位責任者の評価

担当者所見 方向性及び所見

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

事務事業名 総合評価

看護師国家試験の合格率は高い水準を維持しているが、出
願者は平成２５年度をピークに減少傾向にある。
優秀な学生確保の対策として、入試制度の改革やオープン
キャンパスの拡充等に引き続き取り組むとともに、新校舎建
設事業を円滑に進め、教育環境の向上を図る。

　看護師国家試験の合格率は、全国平均を超える高い合格
率を維持しているが、令和６年度においては３名が不合格と
なっており、全員合格に向け継続して国家試験対策に取り組
んでいく。
　現在、令和８年度の運用開始に向け、校舎の建替え事業を
進めており、校舎更新による教育環境の向上により受験生
への訴求力を高めていく。

看護専門学校
運営事業 A



評価対象外の構成事務事業一覧
事務事業名

看護専門学校特別会計事業

公債費利子償還事業

施策の事後総合評価
(1)施策成果指標
施策成果指標 単年度目標達成率 前年度との比較 最終目標値に対する達成率
【質】看護師国家試験の合格率90.6% ↑：向上

単年度目標平均達成率（ａ） 達成度　（（ａ）による自動判定）達成状況
90.6% 中 保留
達成状況の原因分析、説明等

(2)施策の事後総合評価

いいえ

ない

施策の総合評価 Ｂ：おおむね順調に進捗している

【総合評価】施策成果指標
３２人中３人が不合格となったが、全国平均は上回ることができた。
優秀な学生確保のため、オープンキャンパスや進学説明会等、積極的なＰＲに務める。

当初方針の通りに進んだか

構成事務事業に課題はな
いか

今年度の成果等

県内の高校を対象に進学説明会を４７回実施し、オープンキャンパスを６日間、１０回実施
し、１７４人の来場があった。

第三者評価委員会意見

施策の方針に対する実
績、指標の達成状況の分
析、今後の課題・方向性

入学試験の出願者数は前年度より２７人、３８％の減となった。
また、卒業生３２人のうち２９人が看護師国家試験に合格し、医療機関に就職した。



２．事業費
（１）歳出

（２）歳入

３．成果指標

           施策評価シート 年度

１．基本情報
ま ち づ く り 目 標 健やかな暮らしを守り支え合うまち

施 策 健康に暮らせるまちづくり
基 本 施 策 地域医療の充実

取り組み事項　 安定した市民病院運営を行う

め ざ す 暮 ら し の 姿

基 本 方 針

施 策 の 方 針

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
会計年度任用職員数 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
人件費計 0 0 0 0 0 0

事業費計 0 0 0 0 0 0

フルコスト 0 0 0 0 0 0

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0
県支出金 0
市債 0
その他 0

一般財源１ 0 0 0 0 0 0

一般財源２ 0 0 0 0 0 0

（１）成果指標

指標名 経常収支比率
単位

指標数値のめざす方向 増加
年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

単年度目標値 103.6 103.6 103.6 96.9 94.1 99.9
単年度実績値 99.2 96.1 98.5 95.7
単年度達成率 95.75% 92.76% 95.07% 98.76% - -

（２）施策成果指標の結果に対する所見

成果指標 経常収支比率
前年度との比較 ↓：低下
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主 管 部 局 市民病院　市民病院 関 連 部 局

地域医療の充実

誰もが住み慣れた地域で安心して医療が受けられるよう、患者やご家族に寄り添った医療の提供を行う。また、病院理念
に基づき、医療の質の向上、効率的な運営に取り組み、公立病院としての使命と役割を果たす。

地域に密着した医療を適正かつ安定的に提供するために継続的に経営改革に取り組む。また、地域医療構想への対応
を含め、地域の医療機関やクリニック、介護施設、ケアマネなど関係機関と連携を図り、市民の健康を支える。

特
定
財
源

所見

患者数の減により医業収益が減少し、資金不足が懸念されたため一般会計から追加で繰入れを行った
ものの、経常収支比率が２．８％低下した。



構成事務事業の事後総合評価
事務事業担当者の評価 上位責任者の評価

担当者所見 方向性及び所見
事務事業名 総合評価



評価対象外の構成事務事業一覧
事務事業名

施策の事後総合評価
(1)施策成果指標
施策成果指標 単年度目標達成率 前年度との比較 最終目標値に対する達成率
経常収支比率 98.76% ↓：低下 95.03%

医業収支比率 92.19% ↑：向上 86.9%

単年度目標平均達成率（ａ） 達成度　（（ａ）による自動判定）達成状況
95.47% 中 保留
達成状況の原因分析、説明等

(2)施策の事後総合評価

いいえ

ない

施策の総合評価 Ｃ：課題があり、対策する必要がある

【総合評価】施策成果指標
コロナ禍前の患者の確保に努めたが、患者数の増加に繋がらなかった。赤字補填のため一般会計か
ら追加で繰入れを行ったものの経常収支比率が２．８％低下した。今後、さまざまな経営改善を行い患
者を確保する必要がある。

当初方針の通りに進んだか

発熱外来を継続し、安心・安全な診療体制の確保に努めたとともに、引き続き病床の確保、
休日夜間の検査体制の整備を行ったが、患者増には繋がらず、経営状況は改善しなかっ
た。

構成事務事業に課題はな
いか

今年度の成果等

患者が自宅で自立した生活を送れるよう、身体機能の維持・回復や日常生活動作の改善を
支援するため訪問リハビリの充実を図った。
また、内科専門の医師（非常勤）を確保し、内科診療及び訪問診療の充実に努めた。

第三者評価委員会意見

施策の方針に対する実
績、指標の達成状況の分
析、今後の課題・方向性

患者の減少により医業収益が減少したため、資金不足が生じ、一般会計からの繰入れを
行った。今後、入院患者を確保するため、地域連携室を中心に他病院や地域の診療所、介
護施設、ケアマネージャー等との連携強化を図り、経営改善を行って行きたい。


